
地域交通支援・データ連携基盤整備事業委託業務企画提案指示書 

 

１ 委託事業名 

  地域交通支援・データ連携基盤整備事業委託業務 

 

２ 業務の目的   

本事業は、道内におけるバス路線の利用者の減少や運転手不足等による減便・廃止が続く

中、地域交通ネットワークの持続的な確保に向けて、限られた資源を有効活用し利用者ニー

ズ等を踏まえたバス路線の最適化や交通空白への対応を進めるため、モビリティ関連のデー

タ連携基盤を構築し、実証運用を行うとともに、交通環境の変化に対応した地域交通支援制

度のとりまとめを行うものである。 

 

３ 委託業務の内容 

（１）モビリティ関連データ及びニーズ把握 

北海道運輸交通審議会地域交通小委員会においてとりまとめた「モビリティデータ基盤

の構築の方向性及び地域交通支援制度の検討の方向性（参考１）」を踏まえ、別紙１のとお

り、データ連携基盤構築・実証運用（最低１地域）に向けた必要なモビリティ関連データ等

の把握を行うとともに、地域交通支援制度の詳細な検討に向けた高齢者等の移動実態調査

を実施し、ニーズの収集・整理・分析を行うこと。 

（２）データ連携基盤構築及び地域交通支援制度の整理 

北海道運輸交通審議会地域交通小委員会においてとりまとめた「モビリティデータ基盤

の構築の方向性及び地域交通支援制度の検討の方向性（参考１）」を踏まえ、別紙２のとお

り、データ連携基盤構築・実証運用（最低１地域）を行うとともに、地域交通支援制度の詳

細な検討、事業者等による GTFSデータ整備・登録等の説明会等の伴走支援を行うこと。 

（３）検討に必要な資料作成・報告 

北海道運輸交通審議会地域交通小委員会においてとりまとめた「モビリティデータ基盤

の構築の方向性及び地域交通支援制度の検討の方向性（参考１）」を踏まえ、別紙３のとお

り、必要となる資料の作成を支援するとともに、委託事業の進捗について報告を行うこと。 

（４）事業報告書の作成 

ア 本委託業務で実施した内容とその結果が全てを記された事業報告書とその概要を整理

した事業報告書（概要）を作成するとともに、委託業務の実施に際して作成及び使用した

様式やツールなどの関連データを全て提供すること。 

イ 事業報告書及び事業報告書（概要）は紙媒体２部及び電子媒体一式とし、電子媒体のデ

ータについては加工可能なデータと印刷用のＰＤＦデータとすること。 

ウ 委託業務で作成した全ての資料の著作権を道に帰属させ、資料の使用・加工を可能と

すること。 

 

４ 委託期間 

  契約締結の日から令和９年（2027年）３月３１日（水）まで 

 

５ 予算上限額 

   ２７，８４５千円（消費税及び地方消費税相当額を含む。） 



６ 業務上の留意事項 

   業務内容の詳細については、企画提案の内容を基本として、道と受託者が協議して決定す 

る。 

 

７ 提案方法 

  企画提案指示書に沿った企画提案書を、別紙「地域交通支援・データ連携基盤整備事業委

託業務企画提案書作成要領」に基づきＡ４判縦長で作成し、必要部数を提出すること。 

  企画提案書はコピーが可能な用紙を使用し、丁合後、ホチキスやクロステープなどで綴じ 

ずにダブルクリップ等で留めること。 

 

８ 提出期限 

    令和８年（2026年）４月３０日（木）12:00（必着） 

 

９ 提出場所 

    北海道総合政策部交通政策局交通企画課（担当：苅田） 

    〒０６０－８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目 

    電話 ０１１－２３１－４１１１（内線２３－７６４） 

 

10 その他 

（１）企画提案書の作成・提出に係る費用は、提出者の負担とする。 

（２）企画提案書の採否は、文書で通知する。 

（３）期限までに企画提案書の提出がない場合は、「参加表明書」の提出があっても参加の意  

思がないものとみなす。 

（４）審査に当たっては、企画提案書は匿名とし、別に指示する企画提案者名（Ａ社、Ｂ社

等）により行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１ 

○ モビリティ関連データ及びニーズ把握に係る指示事項 

区分 
データ連携基盤構築の検

討 
地域交通支援制度の検討 

対象 

・実証運用する地域（広域

的な地域公共交通計画の

対象区域）を最低１地域提

案すること。 

・調査する地域を提案すること（都市部・地方部

の傾向が分かる複数の地域や、左記対象地域の市

町村など）。 

データ 

【データ等の把握】 

・参考２の「活用する分析

データ」を踏まえ、データ

連携基盤構築に係る実証

運用に向けて必要なデー

タについて国内の先進事

例を参考に提案すること

とし、当該提案項目のデー

タを収集すること。 

・収集したデータは、道が

指定するデータ連携基盤

に格納すること。 

・データの取得について

は、次年度以降のデータ連

携基盤の運用に向けて持

続的なデータ取得に資す

る方法を提案すること。 

・公開に適さない一部のデ

ータについて公開範囲の

制限方法を提案すること。 

【高齢者等の移動実態調査】 

・調査の手法は以下を想定しているが、詳細は提

案事項とする。収集したデータや分析結果はデー

タ連携基盤にも活用すること。 

①既存資料・データの収集・整理 

・スクールバスや医療・福祉送迎車といった輸送

サービスの運行路線・区域・利用実績等 

・関連調査（住民アンケート調査など）の集計・

整理 

②バス利用実態調査 

・対象：対象地域の輸送サービス等 

・目的：バス停別乗降者数、利用状況（属性、目

的、頻度など）を把握 

・実施方法：調査員によるカウント、聞き取りの

実施 

③高齢者等のアンケート調査 

・目的：公共交通を主たる移動手段とする高齢者

等の日常の移動実態や公共交通の利用状況、バス

等の問題点等を把握 

・配布・回収方法：郵送配布・郵送回収 

・配布数：５00票以上（回収率 30％程度） 

・上記郵送のほか、Web調査も実施（同じ内容）。 

・調査票の設計・送付、調査結果の入力、集計結

果の分析は受託者が行う。 

④関係者ヒアリング調査 

・対象：交通事業者（バス・タクシー事業者など）、

市町村部署（福祉関係部署など）、関係者（病院な

ど） 

・実施方法：訪問等による聞き取り 

⑤分析 

前項までの結果を踏まえ、高齢者等の移動手段の

確保に係る問題点を明らかにし、北海道における

公共交通に求められる高齢者等を含めたサービ

スレベルを整理するとともに、ニーズと解決すべ

き課題を整理する。 

その他 

・自治体や交通事業者等が継続的に使用可能なツールを用いて分析を行うこ

と。 

・国における「地域交通 DX推進プロジェクト「COMmmmONS」」といった取組との

連携及び整合（データの互換性の確保を含む）を図ること。 

・スケジュールに関しては、３（３）の業務と合わせて整理することとし、遅

延なく各検討を進めることができるようにすること。 

 

 

 



別紙２ 

○ データ連携基盤構築及び地域交通支援制度の整理に係る指示事項 

区分 データ連携基盤構築の検討 
地域交通支援制度の

検討 

対象 
・実証運用する地域（広域的な地域公共交通計画の対象

区域）を最低１地域提案すること。 

・道内バス事業者・

市町村とすること。 

内容 

【データ連携基盤構築】 

・構築内容は以下を想定しているが、詳細は提案事項と

する。 

・データ基盤機能（データ登録・公開）と分析機能（デ

ータを分析・可視化）の２つに区分すること。 

・データ基盤機能に必要なデータを格納し、分析機能と

連携して利用すること。 

・データ基盤機能は、道内バス事業者の多くが利用（Ｇ

ＴＦＳデータを格納）を想定している一般公開された既

存サービスを活用すること（道が指定する無料で利用可

能なサービス）。 

・分析機能は、ブラウザで利用可能なシステムとして、

乗降データ、路線データ、系統データ及び人流データ等

の各種データを統合し、分析を自動化できるシステムと

すること。 

・今後、北海道や他の機関で整備済み若しくは整備予定

の他のシステムとの連携等を可能とするため、外部サー

ビスとのデータ接続性を担保すること。 

＜データの取得等＞ 

・実証運用で活用する分析データについて、データ基盤

機能等との取込・更新・作業を行うこと（取得の際にデ

ータの利用契約等の作業が生じる場合はその対応も行

うこと。）。 

・参考２の「活用する分析データ」を想定しているが、

より充実した分析機能となるよう他データの活用を提

案すること。 

＜現金乗車データの取得＞ 

・路線バス等の現金利用者の乗降実態を把握する方法が

あれば可能な範囲で提案すること。 

＜分析機能＞ 

・参考２の「活用する分析データ」について分析できる

機能を作成すること。具体的には参考３の「分析機能」

を想定しているが、実証地域で事業者や市町村等にアン

ケート調査を実施して、新たな機能を５件程度追加する

こと。 

＜機能改善＞ 

・完成品を作成する前に、北海道及び実証地域のバス事

業者・市町村に試験運用を実施させ、要望に応じて操作

性、視認性の改善等を継続的に実施すること（改善にあ

たっては北海道と協議の上、作業を行うこと。）。 

＜アクセスアカウントの作成＞ 

・分析機能へのアクセスアカウントの発行について、次

年度以降のランニングコストを抑えるためより安価な

方法を提案すること。なお、複数利用者が同時にアクセ

ス可能なものとすること。 

＜利用環境等の維持管理＞ 

・分析機能の運用に関して、受託者は監視等を適切に実

【地域交通支援制度

の詳細検討】 

・利便増進実施計画

策定の促進、エリア

一括協定運行事業の

促進、共同経営計画

策定の促進、関係者

間の調整支援、事例

と効果・手順の周知、

広域的な路線への支

援といった新たな地

域交通支援制度を道

が検討するにあた

り、詳細な検討を支

援すること。 

 



施し、契約期間中、正常に利用できるよう利用環境等を

維持管理すること。 

・サポート対応や障害発生時の問合せ窓口として、電話

及び電子メールにより対応できるようにすること。 

伴走支援 

【伴走支援】 

・伴走支援の内容は以下を想定しているが、詳細は提案事項とする。 

＜操作マニュアルの作成＞ 

・受託者は、分析機能の操作等に関して、操作マニュアルを作成すること。 

＜利用者への機能・操作説明＞ 

・受託者は、利用者である実証地域において、事業者・市町村がデータ分析を

円滑に行えるよう、機能、操作方法、課題抽出方法、課題解決方法等に係る説

明会を実施すること。 

・受託者は、分析データや分析結果を踏まえたシミュレーションを行い、その

結果に基づき、ダイヤ改正案、路線の再編、代替交通の導入など、移動需要の

予測等を踏まえたデータ活用方法を説明すること。 

＜支援制度の説明会＞ 

・データ連携基盤に係る説明会と併せて、最適化に関する支援制度の説明会を

北海道運輸局等と連携しながら実施すること。 

その他 

・国における「地域交通 DX推進プロジェクト「COMmmmONS」」といった取組との

連携及び整合を図ること。 

・スケジュールに関しては、３（３）の業務と合わせて整理することとし、遅

延なく各検討を進めることができるようにすること。 
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別紙３ 

○ 検討に必要な資料作成・報告に係る指示事項 

区分 データ連携基盤構築の検討 
地域交通支援制度の

検討 

進捗報告 

・定期的な進捗報告は基本的に１ヶ月に１回とするほか、道交通政策局の求め

に応じて進捗報告を行うこと。 

・進捗報告の都度、道交通政策局との意見交換を行うこと。 

検討会議 

・道交通政策局が事務局となった小委員会を、令和８年度中に３回程度開催す

る予定としていることから、小委員会の開催に際して必要となる資料を３（１）

及び（２）の結果を踏まえて、道交通政策局と相談の上、作成すること。 

資料作成 

・ニーズ把握及びデータ連携基盤構築・地域交通支援制度の整理の内容とスケ

ジュールを示すこと。 

・「モビリティデータ基盤の構築の方向性及び地域交通支援制度の検討の方向

性（参考１）」を踏まえた小委員会における論点を整理すること。 

・論点を踏まえた検討で必要となるデータとファクトを整理すること。 

・論点の議論及び深掘りに際しては、道交通政策局と相談しながら必要な資料

を整理・作成し、とりまとめを整理すること。 

・とりまとめについては、道交通政策局が事務局を務め開催する小委員会等に

おいて、関係者からの意見のとりまとめを行うこと。 

・関係者意見を踏まえ最終とりまとめを整理すること。 

その他 

・参考１を踏まえて、次年度以降の全道展開に向けた

課題のとりまとめを行うこと。 

・事業者や市町村からのデータ提供やその維持費に係

る負担といった「持続的運用」ができるような仕組み

等を提案すること。 

・次年度以降に、全道を対象にデータ連携基盤の運用

を予定していることを踏まえて、実証結果に基づき実

現可能なデータ連携基盤の検討を行うこと。 

・分析可能なデータを幅広い関係者の連携により持続

的に収集・整理できる機能・体制を構築すること。 

・データ連携基盤を持続的に運用・改善していくため

の体制・仕組み等について検討すること。 

・観光振興や MaaSの推進といった地域交通を活用した

北海道の更なる発展に向けた取組に資する基本的なデ

ータ集約機能を兼ね備えることとなることから、幅広

い関係者が当該データ連携基盤を活用することも想定

し、持続的な運用体制を含めた提案を行うこと。 

・参考１を踏まえて、

地域交通支援制度の

最終とりまとめを行

うこと。 

・各調査の進捗状況や議論の結果等を踏まえて柔軟に対応すること。 

・とりまとめ結果の実現に必要な課題とその解決手段も併せて提案すること。 

・国における「地域交通 DX推進プロジェクト「COMmmmONS」」といった取組との

連携及び整合を図るとともに、道内市町村における取組との連携・整合を図る

こと。 

・地域交通の持続的な確保に向けた道内での取組を幅広い関係者が連携して進

めて行けるものとすること。 
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参考２ 

 

活用する分析データ 

 

種類 取得先 対象期間 

乗降データ（現金・ICなど） 実証運用する１地域 

（バス事業者・市町村等） 

２０２４年４月以降のデータ 

デマンド型交通乗降データ 実証運用する１地域 

（バス事業者・市町村等） 

２０２４年４月以降のデータ 

ODデータ（アンケート含む） 実証運用する１地域 

（バス事業者・市町村等） 

２０２４年４月以降のデータ 

人流データ（１地域） 外部サービスの利用 

（提案事項） 

２０２６年４月以降のデータ 

マップデータ 外部サービスの利用 

（提案事項） 

公表されている最新データ 

施設情報データ 国土数値情報等を想定 

 

公表されている最新データ 

統計データ 総務省統計局等を想定 

 

公表されている最新データ 

鉄道データ 国土数値情報等を想定 

 

公表されている最新データ 

※データの種類や更新頻度は、北海道と協議の上、決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

参考３ 

 

分析機能 

 

 次の機能を想定しているため、必要に応じてカスタマイズ等した上で構築すること。 

 

（１）可視化機能 

データを地図上に重ね合わせることで、専門的な知識がなくてもデータから地域交通の現状

を可視化し、効率的な運行の確認、地域への説明や合意形成に活用できる機能 

データを活用して、市町村等が自らまちづくりを見据えて地域交通を考え、判断できる機能 

   ▶「人口メッシュ」と「バス停圏域」の重ね図による公共交通充足エリア可視化 

   ▶「主要施設等」と「バス・公共ライドシェア・鉄道の路線」の重ね図による公共交通アク 

セス性の可視化 

   ▶「人口メッシュ」と「運行本数別バス路線」の重ね図による供給量可視化 

   ▶「バス等路線」と「タクシー事業者の営業所や区域」の重ね図による移動しにくい地域の 

可視化 

   ▶「人流」と「バス路線や利用状況」の重ね図による需給ギャップ及び潜在需要可視化 

   ▶「推計人口メッシュ」と「バス停圏域」の重ね図による将来的な需給ギャップ等可視化  

   ▶地域住民の利用意向を反映した、バス停の配置、路線変更に伴う需要推計を支援するシス 

テム  

 

（２）ダッシュボード機能  

地図での表示に適さず数値等で確認すべきデータについて、表やグラフ、図により表示する 

機能 

   ▶路線概要（便数、運行距離、始発終発時刻等の基礎データ） 

   ▶路線別・停留所毎の利用状況グラフ 

   ▶路線別・便毎の利用状況グラフ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


